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「総合的な学習の時間」のための教職科目一体育専攻生の  

キャリアプランニング教育として  
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Abstract  

WeplannedandorganizedacareerplannlngPrOgramfbrphysICaleducationm勾OrStudentsinthe  
COurSeOfphysicaleducationteachereducation（PETE）．Twohundredand爺ftyonestudentswere  

dividedinto12classesmanagedbystudentteacherswithassistanceoftheirclassroomteachers  

andsupervisedbytheauthors．TheprogramwascoITIPOSedofprocessesofthefbllowlnglearn1ng  

activities，”knowlngyOurSelfT‥一knowlngjobs‖and‖lnatChingyouandjob．’tThestudentswere  

a1lowedtostarttheprogramwiththeiraimscon’eSpOndingtotheirlevelsofcareerplannlngWhich  
Were’’knowlngabouttheinterestingjob，’＝lookingfbrthejobsinthefieldofsportandphysical  

education，‖and”lookingfbraninterestlngjob．”  

Intheprogram，37％ofthestudentsonlycollectedinfbrmationabouttheirinterestingjobs，While  

27％oftheminvoIvedinthetaskofmatchingthemwiththejobs，14％wereinthe taskofjob  

Selection，and23％wereinthetaskofjobpreparation．Concern1ngthe outcome ofthecareer  

planningprogram，36％ofthevalidrespondersappreciatedtheacqulrementOfknowledgeofjob  

and25％ofthemrealizedtheyshouldstarttothinkabouttheirfuturefi・OmnOWOn．  

Therewerelevelsofactivityandunderstandingamongthestudents．Forexample，SOmeStudents  

COmPletedvaluescalesandunderstoodtheirvalues，Whichisadirectoutcome丘omtheleanlng  

activity．Otherscametoimaglnethemworkinginthefuture，Whichisaconsequenceoftheir  

PrOblemsoIvingthroughrepeatingthelearn1ngaCtivitiesofknowlngthemandthejobandmatching  

witheachother．  

Inconclusion，therevisedprogramofcareerplannlng SuCCeedinencouraglllgStudentstothink  
abouttheirfuturejobsandtoinvolveinthelearnlngaCtivitiesaccordingtotheirlevelofcareer  
View．However，manyStudentsstillhesitatedtoselectajob．Weneedtointroducesomeinstruction  

OrataSkfbrdecreasingtheanxietyoruncertaintyofthefuture．   
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方向づけられるという傾向が次第に弱くなってお  

り、多様なニーズを持った学生のキャリア形成を  

支援するキャリア教育は、ますます難しくなって  

いる。大学によっては、キャリア教育も意図した  

キャリアセンターの設置や改組（例えば、立命館  

大学就職部1粥9年改称；広島大学就職センター  

2004年改組）や、正課内外でのキャリア教育プロ  

グラムの実施（例えば、静岡大学のキャリア形成  

科目：中央大学のキャリア教育科目；立命館大学  

のAPUキャリア開発プログラム）によって、この  

間題に対処している。また、2003年にはキャリ  

アデザイン学部が法政大学に設置され、（杜）日本  

プロサッカーリーグキャリアサポートセンターと  

の間に推薦人単に関する協定が締結され、2006  

年度の入学試験から、Jリーグキャリアサポート  

センターが推薦する入学希望者を推薦入試におい  

て一定条件でキャリアデザイン学部が受け入れる  

こととなった。   

しかしながら、これらの取り組みはまだ始まっ  

たばかりであり、まだ多くの問題が残されている。  

例えば、関口（｝ノは、キャリア教育の効果をあげる  

ためには学習者自身の自発的な取り組みが必要で  

あり、「現状を見る限り、まずは、基礎的な学力  
の向上、学習目標、学習動機、学習技術及び学習  

習慣の習得を促進することが求められよう。その  

ためには、学習者の状況を見極めた上でのきめ細  

かな支接が必要となる（p．133）」机と述べ、支援方  

法として、チューター等の個別支授体制を整備す  

ることや、活動を統括してモニタリングする運営  

組織を設置することを挙げている。筑波大学体育  

専門学群で開設されている総合演習Ⅰ・Ⅱで実施  

しているキャリアプランニングの授業でも、ノ受講  

生の主体性や学習の深まりが不十分であったこと  
が報告された㌔ ここでは、授業に出席して課題  

を片づけているだけの表面的な学習ではなく、自  

分の将来の進路に関わる課題に十分自己関与して  

有意轟な学習成果を挙げるために、改善策として、  

学習のねらいを盛り込みすぎないようにして活動  

を絞り込み、十分時間をかけて課題に取り組める  

ようにすること、学習のねらいにそった活動と表  

面的な活動の違いが見分けられるように具体例や  

典型例を示すこと等が挙げられた㌔  

2．目的   

本研究の目的は以下の通りである。（D大学にお   

1．序論  

1）「総合的な学習の時間」のための教職科目と  

キャリアプランニング   

硯在、中学校・高校の教員免許取得のためには、  

教職に関わる科目として「総合演習」の単位の取得  

が必要となっている。筑波大学体育専門学群にお  

いては、総合演習Ⅰ（1年次3学期開設）と総合演  

習Ⅱ（2年次1学期開設）が、それぞれ平成12年  

度と13年度から開設されている。   

中学校並びに高等学校学習指導要領の総則によ  

ればl川、「総合的な学習の時間」のねらいは、（l）  

自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的  

に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を  

育てること、（2）学び方やものの考え方を身に付  

け、問題の解決や探究活動に主体的、創造的に取  

り組む態度を育て、自己の生き方を考えることが  

できるようにすること（総則第4－2）である。   

生きる力を育成することをねらいとした「総合  

的な学習の時間」の指導に関する科目として、筑  

波大学体育専門学群に開設された総合演習Ⅰ・Ⅱ  

では、将来の進路について考えるキャリアプラン  

ニング学習を行なっている。総合演習Ⅰ・Ⅱにお  

いてキャリアプランニング学習を行うことにした  

理由は、①「総合的な学習の時間」のねらいであ  

る、自ら主体的に課題解決に取り組み自らの生き  

方を考えることと直結した学習であること、⑨高  

等学校学習指導要領の総則に、「総合的な学習の  

時間」の課題として「国際理解，情報，環境，福祉・  

健疎などの横断的・総合的な課題」に加えて、「自  

己の在り方生き方や進路について考察する学習活  

動」が例示されていること、③以前から行なって  

いる進路指導や進路学習を「総合的な学習の時間」  

としている高校が多いこと3｝に加えて、（蓬ノ教職科  

目とはいえ、受講生は全員が教職を志望して受講  

している訳ではないため、教職志望でない受講生  

のモティベーションも高めることができ、2年次  

以降の学生生活や履修計画を改善できるようにす  

るためでもある。  

2）大学におけるキャリア教育   

フリーターやニートが増えており、大学卒業後  

の就職率も低く、また就職後の離職率も高くなっ  

ていることから、単なる就職支援だけではなく、  

キャリア教育の重要性が高まっている。また、大  

学においては、学部によって卒業後のキャリアが  
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けるキャリア教育の現状と、平成12年度から本  

研究者が実践してきた実践の問題点を踏まえて、  

平成17年度開講の総合演習Ⅰを改善し、⑧受講  

生の学習活動を分析して、体育専攻生のキャリア  

プランニングに対する取り組みの特徴を把墟し、  

③体育専攻生のキャリア教育プログラムとして  

の、本実践プログラムの効果を測り、改善点を検  

討する。  

3．キャリアプランニングの授業の改善  

1）職業に関する課題解決学習の前提条件   

平成12年度から16年度まで本研究者が実施し  

ていた総合演習Ⅰでは、将来つきたいと考えてい  

る職業や進路に関して自分が持っている疑問や問  

題意識を基に課題を設定し、情報収集活動を通じ  

て課題を解決し、その成果を発表していた。この  

授業では、①自分にとって意味のある課題を設定  

する力、②課題を解決するための方法を考える力、  

③課題を解決するために必要な情報や知識を収集  

する力、④得られた知識や情報を基にして課題に  

対する答えを導き出す力を身につけることをねら  

いとしていた。   

この授業実践から、職業に関する課題解決学習  

を行なう際に、受講生が痺初に課題を設定するこ  

とが難しいことが分かったユ）。受講者の16％が現  

在の競技生活やトレーニング、自分の専門種目に  

関する課題を設定しており、教員やスポーツ指導  

者といった将来の職業に関わる課題も、「いじめ  

をなくすには」「選手の食事とサプリメント」「総  

合型地域スポーツクラブの現状」等、現時点での  

興味をもっている事柄が多く、それらの事柄につ  

いて調べるだけの調べ学習になっていた。また、  

授業の感想として、「なぜ今から就職のことを考  

えなければならないのか」という意見が少なから  

ず寄せられたことから、職業に対する関心や職業  

と自分との関わりが不十分なために、職業に関し  

て自分にとって意味のある課題、将来の見通しを  

もって現在の生活を改善することにつながるキャ  

リアプランニングの課題を設定することができる  

状態にないのではないかと思われた。平成17年  

度の総合演習・では、まずは職業に対する関心や、  

職業と自分自身とのつながりを深めるための活動  

を行い、将来自分が就きたいと思っている職業に  

就くという方向づけができてから、現在の自分を  

見直し、平成18年度の総合演習Ⅱでは、将来に  

向けて今できることを考えるキャリアプランニン  

グにつなげる必要があると考えた。  

2）キャリアプランニングのプロセス   

関口6）は、従来のキャリア教育では学生の意識  

変革を促したり心構えを説くことが主であったと  

指摘し、本来は学生一人一人の発達レベルにあわ  

せた教育を実施してより具体的なプランを立てさ  

せること、そのプランに沿って行動を起こすまで  

の支援を含むものであると主張している。将来の  

目標や方向性を決定していない学生を考慮して、  

関口6）が掟案している発達段階レベルに合わせた  

キャリア教育は、まずは①積極的態度の教育（狭  

い世界しか知らない者に、広い世間を知るための  

心構えを作る）、③職業倫理の教育（自ら身体や頭  

を動かして働くこと、稼ぐことの大切さや、それ  

に伴う喜びを知る）、③自己理解の教育（自分を反  

省し、能力・適性の診断を行い、自らの経歴の棚  

卸しをする）、④職業選択の教育（自分に向いた職  

業に見当をつけ、深くそれを研究する）に重点を  

おいたキャリア教育から始め、その後、⑤職業知  

の教育（世の中にある多様な産業・職業を知り、  

それらに必要とされる知識、技術の概要を知る）、  

⑥職業能力の教育（選んだ職業について、それに  

必要だが自分には足らない専門知識・技能を獲得  

する）、⑦就職技法の教育（その職業へのスムース  

な就職技法を獲得する）へ進むというプロセスで  

構成されている。   

また、「スポーツ選手がスポーツから最大の恩  

恵を受けられるようにすること」を一つの目的と  

して啓かれた『スポーツ選手のためのキャリアプ  

ランニング』5）では、キャリアプランを構成する  

プロセスとして以下の3つを挙げている。①自己  

探求プロセス（自分は何を求めているのか、何が  

好きか、何に興味があるのか、自分の長所・スキ  

ルは何か、どんな性格なのか、について考える）、  

②キャリア探求プロセス（どんな仕事が自分の長  

所やニーズ、関心、スキル、性格に合っているか、  

その仕事の求人はあるか、その仕事に就くために  

トレーニング等を受ける必要はあるか等について  

検討し、自分の選択肢を考える）、③キャリア獲  

得プロセス（自分が選択した分野の仕事に就く具  

体的な方法を考える）。   

関口6｝のキャリア教育も、Pettipasら5）のキヤ1）  

アブランニングにも、①自分を知ること、②職業   
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2月23日、受講者は251名であった。1年次生の  

ほとんどが履修するため、1年のクラス担任の教  

員12名がそれぞれの受け持ちクラスの生徒に1、  

2名程度の科目等履修生を加えたクラスを担当し  

た。各クラスの受講生数は20名～22名とほぼ均  

等になるように編成した。  

2）受講生の活動：学習者・クラス担任（役）・先   

生（役）   

毎時間、各クラスの受講生から3名をクラス担  

任（役）として選出し、3人は分担協力して1時間  

の授業を行なった。クラス担任（役）の受講生には  

授業の4日前に授業案を渡し、マニュアルにそっ  

て指導計画を立てさせた（表2クラス担任（役）用  

ワークシート参照）。本学の1授業時間は75分で  

あるが、65分に収まるように時間配分を考えさ  

せた。授業案は、（D前回の授業のふりかえり、（彰  

今日の授業の準備と概要の説明、（卦今日の授業の  

学習活動、④次回の授業までの準備について説明、  

からなっている。クラス担任（役）の受講生は、交  

代で授業を進行しながら、他の受講生たちと同様  

に学習活動も行なった。   

授業中の活動は、受講生各自で活動する個人学  

習と、受講生2入組のペアで行なうペア学習に分  

かれている。ペア学習の際には、パートナーの先  

生になったつもりで、先生（役）として互いアドバ  

イスし合うように指示した。本実践で、受講生は  

について知ること、③自分の興味関心に基づいて  

職業を見ること、④職業が要求する能力や人材の  

観点から自分を見ること、これらの活動を繰り返  

して、職業を選択したり、選択した職業に就くた  

めに自分がすべきことを考えて実行するプロセス  

が含まれている。  

3）授業計画   

上記を踏まえて4つの改善点を挙げ、総合演習  

Ⅰの授業を樽成した（表1）。  

①「自分を知る」「職業について知る」「職業と自分   

とを照らし合わせる」という活動を十分に行う。  

②不明な点や問題点が出てきたら、再度職業につ   

いて調べたり、自分自身のことを確認する等、   

①の活動を何度も繰り返せるようにする。  

③こうした活動を繰り返すことが問題解決学習で   

あり、生きる力の育成につながることを意識さ   

せる。  

④職業に対する関心や態度に個人差があることを   

踏まえて、職業に関心を持っていないレベルか   

ら就職対策を立てるレベルまで、どのレベルか   

らも始められどのレベルまでも進めるようにす   

る。  

3．授業実践  

1）実施期間と受講生   

実施期間は、平成17年12月8日から平成18年  

表1総合演習Ⅰ キャリアプランニングの授業計画  

時間   授業の概要   

オリエンテーション   「キャリア」とは、仕事上の経歴のことではなく、いかに生きるか・いかに生きてきたかを示す指標で  
ある。本授業では、これまでのスポーツ選手としてのキャリアやそこで身につけてきたライフスキルを、  
これからどうやって卒業後の人生に繋げていくかを考えていく。   

2  自分を知る   これまでの人生で自分が身につけてきた能力や関心、性格を掘り返り、どのように後に立つか考える。  
やりがい・価値観チェックシートを使って、自分のやりがいと価値観を確認する。   

3  職業について知る   自分の能力、関心、性格、やりがい、価値観を踏まえて、自分に合った職業を探す。   

4  

て調べ、再度確認する。  

5   職業に関して今の自分にとって解決が難しいと思われる点を把握する。   

6  キャリアプランニングのレベ  
ルを把握する   

7  自分のキャリアプランニングの進行状況を把握する。職業選択、就職の現状、就職後の生活に関する    題 
課を、どこまで解決できているかを確認する。   

8  問題解決学習として活動をま  キャリアプランニングの活動を、課題・方針（目的）一調査活動（方法）－調査結果（結果）一調査から  
とめる   分かったこと（考察）一意思決定あるいは今後の課窺（結論）という、間麓解決学習のサイクルでまとめ  

る。   

9  発表   ①発表（1人3分）。②クラスメートの発表を聞き、①問題解決学習ができていた机②情報収集活動は  
十分だったか、（卦今後の課題を具体的に立てることができたかを、それぞれ5点満点で評価する。  
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学習者としてキャリアプランニングの学習活動を  

行なうだけでなく、少なくとも1回はクラス担任  

（役）として授業の進行を行い、毎回の授業でペア  

になっているパートナーの先生（役）としてアドバ  

イスを行なっていた。  

3）世話人教員・クラス担当教員の役割   

世話人致貝（本研究者）は、授業当日の昼休みに  

その日の授業を担当する36名のクラス担任（役）  

の受講生を集め、授業案や授業の進め方などにつ  

いて説明した。授業中は、クラス担当教員が受講  

生のクラス担任（役）をサポートした。授業終了後、  

クラス担当教員は、授業中や課外の活動で受講生  

が記入したワークシートを世話人教員に提出し、  

世話人教員は、ワークシートを通じて授業の進行  

）附兄をモニターした。  

4）学習活動とワークシート   

クラス担任（役）の受講生が提出するワークシー  

ト（表2）の他に、受講生は、3種頒のワークシー  

トを用いて学習活動を進めた（衷3）。授某の最後  

に配布され、次の授業までに記入して授業に持参  

する宿題ワークシート、授業中のペアでの活動に  

ついて記入するペア用のワークシート、授業中に  

個人で記入する個人用ワークシ←トである。まず、  

授業前までに、宿題ワークシートにしたがって授  

業中に検討するための材料をそろえたり下調べを  

する。授業中に宿題ワークシートに記入してきた  

ことをペア同士で報告しあい、アドバイスする。  

ペアで話し合った結果やパートナーに対するアド  

バイスは、授業中にペア用ワークシートに記入す  

る。やりがいや価値観のチェック等、各自で行な  

う学習晴動や、ペアで話し合った結果を基にした  

自己評価、次の活動計画は、授業中に個人用ワー  

クシートに記入する。授業中に作成した活動計画  

やパートナーからのアドバイスに従って、授業後、  

課外に活動を行ない、その結果を宿題ワークシー  

トに記入して、次の授業に持参する。   

受講生が授業に持参した宿題ワークシートと、  

授業中に記入したペア用ワークシート、個人用  

ワークシートは、毎時間の授業の最後に回収され、  

世話人教員（本研究者）のところに集められた。世  

話人教員は、回収されたワークシートの回答を分  

類・集計するなどして受講生の学習活動を資料に  

まとめ、次の授業で受講生にフィードバックした。  

回収したワークシートも次の授業で受講生に返却  

され、受講生は返却されたワークシートと情報収  

集晴動で得られた資料と一緒に各自のポートフォ  

リオにまとめていた。  

4．職業に関する体育専門学群生の意識とキャリ  

アプランニングの効果  

1）将来の職業の志望  

衆2 クラス担任（役）ワークシート 第3回授業用   

¢）授業中の活動を確謎して、説明のための文章や指導する時の言葉を謡いておく。  
①活動の晴間配分を決める（計65分）  
（亘）活動がスムーズに温むように対処法や指増上のエ夫を考えておく。  

活動   時間   概要と注意点   

前回の授業を振り返る  配布資料を参照し、第2回授業を思い出させて質問。指名した生徒の回答にしっかり反応する（言って  
いる額を理解する。不明なら聞き返す。理解で蕃たということをしっかり伝える（「なるほど（、‥・なん  
ですね）」。以上の活動を行なうために、説明文と指事の言葉を衝く。   

今日の授業の準備  ペアで活動することを確認する。前回と同じペアで座らせる。前回欠席者をペアに入れる。以下に、  
ペアの確昌忍と欠席者をペアに入れる時の説明文を省く。   

今日の活動の概要説明  今日は「自分について知る」活動。1）宿題ワークシートを出してスポーツや艶技を通じて身につけた能  
力、関心、性格について考え、2）ワークシートNo2で自分のやりがいを知る、3）次回の宿毘につい  
て説明する、というように授業の流れを説明する説明文を寄く。   

身につけてきた能力、関心、  スポーツや競技を通じて身につけてきた能力、関心、性格について考えてみて、思ったことを、パー   
性格について考える  トナーの先生（彼）に報告する。先生（役）はそれに対して受け答えする。堆合的な学習での先生の指導  

は「支援」が中心なので、配布資料にある先生の支援の仕方をよく読んでから始める。以下に説明文を  
審く。   

自分のやりがいを知る  ワークシートNo2の全項目読んで、自分がやりがいを感じる項目をチェックする。最低5つは選んで  
順位をつけ、選択理由を普く。残り時間を確認し、時間がなければ途中でやめて、休み中の宿題の説  
明に移る。以下に、ワークシートNo2のやり方の説明と作業を中断させる時の説明文を啓く。   

次の授業の準備について説明  1）次のクラス担任（役）3人を決める。2）宿題について説明。①ワークシートで自分のやりがいと価値  
観を確認、②やりがいと価値観に合った職業を探す、⑨インターネット、本、人に聞く等で職業探索する、  
径）探索した職業に関する情事酎ま、日付をつけてポートフォリオに入れる、5）活動の結果をワークシー  
トにまとめる。以下に説明文を衝く。  
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表3 キャリアプランニングのためのワークシート  

宿題ワークシート（前回授業の最後に  授業   招集中に行なうワークシート  
を配布）  

1．オリエンテー  個人用「就きたい職業・興味のある職業とその職業について知っていること」「今キヤ  
ンヨン   リアプランニングを行なうことについてどう思うか」   

「スポーツや競技生活を通じて身につ  
けてきた能力、関心、性格はどのよ  
うに徐に立つか」   

「冬休み中の職業探索活動の報告シー  
ト」   知る   

「パートナーにアドバイスされた調査  4、5．職業と自分  ペア用「パートナーの職業探索活動の評価と今後必要な調査についてのアドバイス」、   

の実施報告」   を照らし合わせ  

「パートナーにアドバイスされた調査  る   個人用「受講生の圃答ケース1～8を読んでキャリアプランニングで取り組む課題に   

の実施報告」  ついて考える」、ペア用「今後必要な調査についてのアドバイス」   

「パートナーにアドバイスされた調査  6、7．キャリアプ  個人用「調査結果のまとめ：興味のある職業の仕事内容・採用状況・就職後の生活」、   
の実施報告」   ランニングのレ  ペア用「就職まで・就職後の問題の把握や対応策を考えるために必要な調査について  

ベルを把握する  のアドバイス」   

「就職まで・就職後の問題の把掘や対  個人用「キャリアプランニングのレベルを把握する（表7の質問）」、ペア用「現時点で   
応策を考えるため調査の結果報告」  解決できているキャリアプランニングの課題と今後必要な調査」   

「調査結果の報告」   8．問題解決学習  
として活動をま  
とめる   

「発表原稿」「配布資料」   9．発表   個人用「発表の評価：情報収集活動・問題解決学習・今後の目標設定の観点からJ  

択肢の一つとして挙げている者も含めて全体の  

47％を占めていた。  

2）キャリア選択のための盲舌動とキャリアプラン  

ニングのレベル  

（1）職業探索のために「自分を知る」「職業を知  

る」   

第2回、第3回授業で、自分のやりがいと価値  

観をチェックし、自分に合った仕事を探す活動を  

行なった。その中で、職業に関する知識が不十分  

なために不適切な判断を下している以下のような  

ケースが見受けられた。（三）十分調べずに下した職  

業決定によってキャリア探索が影響されている  

ケース（職業と価値観の照合についての一受講生の  

回答例；「ずっと教師を目指してきたので、価値  

観は合っていると思う」）、⑧職業に対するイメー  

ジがあいまいなために、広く捉えて自分の価値観  

と合っていると誤解しているケース（「教師は人に  

ものを教える仕事なので、人にものを教えたいと  

いう自分の価値観に合っている」）、（卦同じ職業で  

も仕事内容や環境が異なることを理解していない  

ために、その職に就きさえすれば自分の望む仕事  

ができると誤解しているケース（「体育教師になれ  

ば自分の専門種目を部活動で指導できるので、自  

分のやりがいに合っている」）。   

一方、職業と自分とを照らし合わせて確認する   

第1回授業の全体オリエンテーションおいて、  

「将来就きたいと思っている職業、なければ興味  

を持っている職業」、「就きたいと思ったあるいは  

興味をもった理由」、「その職業につくために必  

要だと思う能力・知識・経験」を尋ねた。回答の  

あった232名中、就きたいと思っている職業名を  

挙げることができた者は157名（68％）、就きたい  

職業は分からないが興味のある職業を挙げた者は  

72名（31％）、いずれもまだないと答えた者は3名  

（1％）であった。   

表4は、平成17年度3学期開講の総合演習Ⅰ  

に続き平成18年度1学期に開講された総合演習  

Ⅱを最後まで履修した受講生187名について、受  

講生が総合演習Ⅰのオリエンテーションの時点で  

挙げた職業について、詳しく分類した結果である。  

将来就きたいあるいは関心がある職業として、一  

つの職業を挙げた者は全体の半数であった。残り  

の半数は、複数の職業を挙げていたり、職業名と  

して把握していない等、将来の進路はまだ明確  

になっていないと言える。また、「プロのスポー  

ツ選手を目才旨している」と答えた11名は、全員引  

退後のセカンドキャリアを回答することができた  

が、セカンドキャリアとして職業名を挙げていた  

のは半数であった。   

職種としては、教員を挙げている者が多く、選  
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中で、新たな課題に気づいて取り組む受講生も出  

て来た。例えば、自分のやりがいや価値観、興味  

関心等のすべてが問題なく適合する職業はないこ  

とに気づく、自分のやりがいや価値観、興味関心  

の優先順位を決めて職業選択の条件を緩和しなけ  

ればならないことに気づく、希望する職業の要求  

に対応できるように自分に足りないところを補う  

努力をする覚悟を決めなければならないことに気  

づいた受講生たちである。  

（2）自分の課題に気づいて再度「自分を知る」「職   

業を知る」   

第4回授業では、前述の、職業に関する知識が  

不十分なために不適切な判断を下しているケース  

と、新たな課題に気づいたケースの両方を受講生  

全員に示した。そして、各自で自分の活動を振り  

返って、「職業と自分とのマッチングが判断でき  

るくらい十分に職業について調べているか」「や  

りがいや価値観の優先順位を決めるなどして最善  

の選択ができる方法を考えているか」を確認させ  

た。その結果、受講生の回答から、受講生のキャ  

リアプランニングのレベルは大きく分けて、表5  

に示した6つのレベルにあることが確認できた。  

全ての受講生が、「自分について知る」「職業につ  

いて知る」「職業と自分を照らし合わせて職業を  

選択する」活動を行なっているが、表5のレベル  

1のケースのように、キャリアプランニングの必  

要性を感じていなかったり、あるいは、レベル2  

のように、以前から就きたいと思っている職業が  

あるために職業選択の課題は解決していると考え  

て、活動はしているが、実際には職業選択という  

課題に取り組んでいないケースもあった。   

一方、「自分について知る」「職業について知る」  

「職業と自分を照らし合わせて職業を選択する」と  

いう3つのプロセスを経て職業選択の課題に取り  

組んだ結果、それぞれの活動の重要性に気づいて、  

再度その活動に取り組んでいる受講生もいること  

が分かった。表5から分かるように、レベル4の  

ケースでは、「もっと自分自身のことを理解して  

いなければ、実際に就いてやりがいを感じられる  

か分からない」と思い、「本当にしたいことは何か、  

どんなことが大事なことなのか」等自分の考えを  

明確にしようとしている。つまり、職業を選択す  

るにはもっと「自分について知る」必要性があると  

感じて、再度その活動に取り組んでいる。レベル  

5のケースでは、ペアで学習しているパートナー  

が調べている職業にも興味を持ったことで、自分  

が偏見をもって職業を見ている可能性があること  

に気づき、意識してより広い範囲で職業を探索し  

直している（表5参照；レベル5の①）。また、自  

分自身について新たな発見があったことから、本  

当に自分に合った職業かどうかを判断するため  

に、職業についてさらに深く調べているケースも  

あった（表5参照：レベル5の②）。いずれのケー  

スも、活動の過程で広くあるいは許しく「職業に  

ついて知る」必要性に気づき、もう一度職業につ  

いて調べ直している。レベル6のケースでは、自  

表4 体育専門学群1年次生のキャリアプランニング（演習開始時）  

職業を1つ挙げて  95名  
いる  ている  を挙げている  していない  キャリア）   

（51％）   （24％）   （11％）   （8％）   （8％）  

教員（高校教員17、  16  知識学間領域（パイ  4   

中学校教員1、小   オメカニクス，健康   スポーツ・専門種目   

学校数貞1，宋記入  科学等）を活かす仕  に関係する仕事  

49）  トレーナーが主   5   事  指導者   3   

トレーナー  12  2  2  

職員、救急救命士、  スポーツイベント  

ジャーナリスト、劇  の運営・チームのサ  ロ   
5  ポート  が変わる仕事  

カー  クー）  

専門種目の普及  4  その他（行政者士・  
研究職  2  予備校講師）   

8   

クター、上級公務  列  害者・地域スポーツ  

員、柔道整復師、パ  のための仕事  
ン屋、社会福祉士、  
サッカーエージェ  指導者  2   

ント、警察官、パイ  
ロット各1）  
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い受講生もいたため、第5回授業では受講生全員  

に、受講生の回答から抽出した事例として、表5  

に示した6つのレベルに対応した8つの事例を示  

し、各事例の問題点やそれに対するアドバイス、  

各事例から学べることは何かを受講生に考えさせ  

た。それぞれのレベルに進んでいる者の事例を提  

示することによって、皆がただ同じ活動している  

のではなく、それぞれが解決すべき課題を見つけ  

てその課題を解決するために活動していることに  

気づかせるためである。   

第6回授業では、表5に示した8つの回答例に  

照らして自分の職業探索のレベルを確認し、自分  

の段階に応じて、自分が取り組むべき課題は何か、  

その課題を解決するために必要な活動は何かを確  

分自身と職業を照らし合わせて将来就きたいと思  

う職業を決定した後も、実際にその職業に就くた  

めに必要なことについて調べたり（表5参照：レ  

ベル6の①）、予測できない今後の状況に備えて、  

できるだけ具体的なイメージが持てるようにより  

詳しい情報を集めている（表5参照；レベル6の  

②）。   

以上のことから、「自分を知り」「職業について  

知り」「自分にあった職業を探索する」という活動  

を行なった結果、当初改善点に挙げていた、活動  

を通じて検討すべき課題に気づき、職業や自分に  

ついて知る活動を再度繰り返せさせることができ  

た。しかしながら一方で、同じ活動をしていなが  

ら、課題に取り組む重要性や必要性を感じていな  

表5 自己理解・職業理解・職業選択の活動を行った時点での受講生のキャリアプランニングの  

レベルと回答例  

キャリアプランニ  Stepl自分について知る：  Step2職業について知る：  St印3広い視点で自分と職  分と職業につ   
ングのレベル   自分のやりが  値観に合って  る：やりがいや  合して最長の  

価値観の優先月  断できるくらい  ノ合っていると  司題解決学習に     べい  
ているか   に職業について調てる  

か   職業を探しているか  

1．キャリアプラ  自分はやるべきところでは  探していない。まだ大学1年  ては実感も湧か   
ンニングの必要性  全ての力を放  広く  4年になってか   
を語意鼓していない  だということが把握できて いる で、そんなところは探せて い 

。  な。  

2．就きたい職業  好きなスポーツをずっと続  あまり調べていないと思う。  自分に合った職業は今は－  どりたいと思っ  
と自分の適性を確  けられるとい  周りから言わ  と  を聞いてさら  いい  いせか 
詔してな   な幸だら。   知識がない。   あるものはイ也にないから。  思った。   

3．価値観、やり  Arの日記から、人の役立ち、  人の役に立つ職業は他にも  
がい、能力、興味  ゞ重  あるが、自分  
が合っていること  な職業で、やl  から考えるとA   
を確認  ていると思う。   に合わせて興味のないもの にるのは 

を職業す無理。   

4．最適な職業探  自分が何を一番に考えてい  やりたい職業にこだわりす  業の事を考え   
索のために、重要  るのか分から  くなっている。  想は自分でい   
な価値観ややりが  た。興味のあ  の価値観に合っ  がちだという   
いを把握し直して  調べ、職業に  分野にとらわれ  こ大事なやりが   
いる   をあわせてしまっている。  ずに調べる必要があると思  

う。   った。   

5．自分と職業に  ①   色々な職業を見ていきたい。  興味のなかった仕事も調べ  
ついて新しい発見  てし  てみた方がい   
があり、問題解決  がありそうだっ  偏見で職業を  
学習のサイクルを  が多いから。  
繰り返している   

⑧今まで気づし  、し  探せていると  をイメージで  
た自分の価値  どl  クアップしてい  報を集めたい。  
しい発見もあった。   いと思う。   る職業もジャンルがいろい  

ろ。   0   

6，優先順位を明  ①合わない部分と、補う魅  価値観と合っている点と含  
確にして職業選択  力が発見でき  ついて調べた。  
し、不確定な将来  傍観が優先で  教員採用に必  
にも対応できるよ に  犠牲になって  
う憎幸臣収集して   た。   
いる   

②練習も良い  選手を続ける  後、選手を続  
革も精一杯で  描け、頑張る意  、るかもしれな  
提に、本当に  欲が湧くので  とに興味を持  

謀いので、まだ  
い職業を調べることができ い 
てる。   とを調べたい。   

注）各レベルの特徴が把握しやすいように、各レベルの特徴を良く表している国筈のみを表中に記した。   
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認させて、引き続き職業選択の活動を進めさせた。  

（3）課題を解決して次の課題に進む   

第7回授業では、職業を選択するために進めて  

きた自分の活動を最初から振り返り、それらの活  

動がどのような課題を解決する活動になっていた  

かを考えさせた。その結果、受講生の回答から、「自  

分を知る」「職業を知る」「職業と自分を照らし  

合わせる」活動を行ない、情報を得ていても、得  

られた情報を基に課題を解決できないまま、次の  

課題に取り組んでいる受講生がいることが分かっ  

た。   

表6の回答例①と②は、ともに自分が何をした  

いのか把握できないまま、職業について調べる活  

動に進んでいる。様々な職業について調べながら  

興味を持てそうな職業を探しているが、興味を持  

てそうな職業があっても、その職業について調べ  

たところ予想外に実際の仕事や就職が難しいこと  

が分かったというような場合は、自分がその仕事  

をどのくらいやりたいと思っているのかによっ  

て、その障害を越えることを次の課題にするか、  

あるいは、あきらめて別の仕事を探すことを次の  

課題にすることができる 。しかし、回答例①で述  

べられているように、自分が何をしたいのかが把  

握できていないので決めることができない。回答  

例②は、自分が何をしたいのかを判断基準にせず、  

様々な職業を調べて自分にできるかどうかを検討  

している。   

回答例③と④は、自分が何をしたいのかをある  

程度把握している。しかし、自分の就きたい職業  

について実はよく分かっていない。つまり、「自  

分について知る」「職業について知る」活動を行  

なっているが、職業について調べた結果、職業と  

自分を照らし合わせて、やはりその職業に就きた  

いと思うのかが十分確認できていない。回答例③  

は、職業について調べた後も、その職業につきた  

いと「漠然と」思っていた状態が、「いいかなと思っ  

ている」状態になっただけである。決めることが  

できていないが、「ある程度決まっているので、  

詳しく調べる」と述べている。実際にはこの状態  

は、漠然と決めていた職業について調べ始めた最  

初の状態から進展しているとは言えない。回答例  

④は、運動を教えられる職業に就きたいという希  

望から、教員について調べているが、教員につい  

て調べた結果、教える職業として結局教員がいい  

と思ったのか確認することも、運動を数える他の  

職業と比較することもなく、教員採用試験や自分  

に欠けている能力について検討している。   

これらの回答例のように、課題が解決できない  

まま次の活動に進んでいる理由として、「自分を  

知る」「職業を知る」という課題を解決するために  

集めた情報を適切に解釈できていないこと、ここ  

で得られた情報を基に確認あるいは判断するため  

の自分の判断基準をもっていないことが考えられ  

る。  

表6 未解決課題を残したまま調査を進めている例  

質問項目  授業前、将来の職業  今の課題   
について考えていた  
こと   

自分が何をした   なりたい職業は決  ほとんど分かってい  なるべく広範囲か  途中からは、自分が  将来何をしたいのか   
周   

答 例 ①            いのか「自分につ   まってなかった。ス  ない。自分が見たり  ら、興味がもてたり、  それにつく可能性が  がまだ決まっていな  いて知る」課題が   ボーッや自分の紋技  想像するくらいのこ  やりがい等が合うよ  あるものを調べた。  いため、職業も決め  未解決   に関する職業、教師  としか分からなかっ  ることができていな  
くらい  た。   い。  

就職活動や大学で経  仕事内容や資格につ  スポーツ関連のどん  理想と現実のギヤツ  職についてから後の  
回 う女              験を積めば、体育・  いて、一般的な知識・  な仕事があるか、仕  ブ、求められる能  自分にとっての雑務  
菰  
②   ものを調べるように  

ていた。   なった。   

職業が自分に  回  漠然とその職業につ  一般的な知識だけ。  その仕事についてで  やはり最初に思って  ある程度決まってい  合っているのか  答  きたいと思ってい  自分で勝手に理想を  きるだけ詳しく、具  いた仕事がいいかな  るので、変わらず詳   
「自分と職業を照  描いていた部分もあ  しく調べる。  
らし合わせる」活  る。   
動が不十分   

色々なことを考え  職業についてはよく  教師の仕事内容や数  何が難題机 これか  自分に欠けているス  

国 王家               て、体育教師等、運  分からず、運動を教  探募集要項等を調べ  ら何が必要かが分か  キル、知識、理論を   昂  るようになった。  身につけていくこと  

④   を考える  
いた。   
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動を整理し、さらに、最初の課題解決活動を通じ  

て出て来た次の課題に取り組むというように、問  

題解決活動のサイクルを意識させることにした。  

このことによって、自分の活動が課題解決学習の  

サイクルとして整理でき、課題解決に問題がある  

場合は、課題、情報収集方法、情報の分析、解答  

のいずれに問題があるのかが確認できると考え  

た。また、この様式にしたがって活動を整理する  

と、それがそのまま原稿になるという利点もある。  

衷8は、受講生の発表原稿の例である。  

4）総合演習Ⅰの効果  

（1）受講生が取り組んでいた課題解決学習   

第9回の授業終了後に筆記試験を行なった。設  

問の中で、「総合演習Ⅰの授業で最初に設定した  

課題」「その課題を解決するために行なった情報  

収集活動」「情報収集活動の結果得られた情報」「情  

報に基づいて出した課題に対する答え」「最初に  

立てた課題に答えた後で取り組んだ次の課題」に  

ついて尋ね、「適切な課題が立てられなかったと  

思う場合は、その原因とどんな課題を立てればよ  

かったのか」を、「課題に対する答えが出せなかっ  

た場合はその原因」についても述べさせた。回答  

（4）キャリア選択のための活動を問題解決学習と  

して捉え直す   

第8回授業では第9回の発表会に向けて、表7  

に示した株式に従って、これまでの活動を職業選  

択に関する問題解決学習のプロセスの繰り返しと  

して整理させた。情報収集活動は全員が行なって  

いるので、職業について分かったことはどの受講  

者も問題なく発表することはできる。しかし、こ  

れまで述べてきたように、職業選択に関する問題  

解決の活動としては問題のあるケースが見受けら  

れていた。情報収集活動していても、キャリアプ  

ランニングを行う必要性を感じていなかったり、  

活動を通じて自分が取り組むべき課題を見つける  

ことができなかったり、課題を解決するために必  

要な情報を収集することができなかったり、得ら  

れた情報を基にして課題に対する回答を考えるこ  

とができないといったことである。   

そこで、これまでの活動を報告する発表会の原  

稿を、表7に示したように、課題の把撞一課題を  

解決するための情報収集一収集した情報一情報か  

ら分かったこと一課題に対する答えというよう  

に、目的（課題）一方法（情報収集方法）一緒果（情  

紬）一考察一結論（解答）のつながりを意識して括  

表7 発表原稿の構成  

1， 総合演習の授業前、  

将来の職業について  

Clに関して分かっていたことは  

2． 総合演習の授業が始まり、  

まず初めに  

と思っていました。 でした。  
するために  

について  

‥・（A2）  

‥・（B2）  

・‥して（‥・から、を使って、）調べました。  

＜注：どうやって調べたかを述べる＞  

3． 調べた結果は、配布資料に示す通りです。  

＜注：調査結果の中でも、矧こC3の結論を導き出す基になった情報を挙げる＞   

という情報が得られたので   

だということが分かりました（と言えます）。  A2については  

＜注：3の課題解決から、次の課題解決のための調査に進んだ場合、4へ。3の問題解決活動で終わった場合は、5へ。4の後、さらに別の課  
題解決学習に進んだ場合は、4と同じ形式で続ける。＞  

4． そこで次に、  

するために  

について…して調べました  

という情報が得られたので  

だということが分かりました（だと言えます）。  

です。 していこうと思います。  

調べた結果は、配布資料に示す通りです。  

A4については  

5． 総合演習の授業を終えて、  

自分にとっての今後の課題は、  

課題を解決するために、  

＜できるだけ具体的に、何をする机 行動馴票を挙げる＞  

く注：ABCの記号：Aは設定した課温や目的、Bは調査結果や情報、調査項目、Cは、決めたことや導き出した結論を示す。＞   
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のあった186名について分析した結果、本実践を  

通じて受講生が行なっていた課題解決学習は、表  

9のように分類することができた。  

「自分を知る」「職業について知る」「職業と自  

分を照らし合わせる」活動を行なった総合演習Ⅰ  

で、これらの活動を通じて最終的に職業を選択  

する課題に取り組めた者は全体の14％、さらに、  

選択した職業に就くための準備の課題に取り組め  

た者は全体の23％であった。就きたい職業を複  

数の選択肢から一つに絞り込んだり興味を持って  

いる職業に就くことを決めるといった、職業を選  

択する段階には至らず、職業探索する段階で終  

わった者は63％を占めていた。職業探索に取り  

組んでいた者のうち、特定の職業（11％）あるいは  

複数の職業（15％）が自分に合っているかどうかを  

確認する、自分と職業を照らし合わせる課題に取  

り組んでいた者が合わせて26％であった。しか  

しながら、残りの37％は、職業について知るだ  

けの調べ学習に終わっていた。  

（2）受講塵が認識していた授菜の効果   

次に、受講生自身が総合演習Ⅰの効果をどのよ  

うに感じていたかを調べるために、筆記試験の中  

の「総合演習Ⅰの情動によって自分にどんな変化  

があったか」という設問に対する受講生の回答を  

分類した（表10）。演習を通して得られた変化と  

して、最も多くの受講生（36％）が挙げていたこと  

は、「特定の職業（興味関心を持っている職業）の  

仕事についての知識が増えた」ことであった。宿  

題として出されていた課題のほとんどが職業に関  

して調べることであったため、その活動の直接的  

な成果として興味を持って調べた職業に関する知  

識が増えたこ とを挙げたと考えられる。   

次に多かったのは、「今から将来のことを考え  

るべきだと思うようになった」ということである  

（25％）。「将来に向けて計画や準備が必要だと分  

かった」という者（15％）、「自分に就職に升する心  

構えができていないことに気づいた」と言う者も  

いた（11％）。総合演習工は1年次生対象の授業で  

あり、例年、「就職のことは3、4年になってか  

ら考えればいい。なぜ1年の時から考えなければ  

ならないのか」という不満が聞かれる。総合演習  

Ⅰによる変化として、就職に対する心構えや将来  

に向けての取り組みの必要性がこれだけ多くの受  

講生から挙げられたことは、授業の成果として評  

価できると考える。   

3番目に多かった回答は、「これから何をやら  

なければならないかが分かった」（20％）、続いて、  

「課題に自主的主体的に取り組めるようになった」  

（19％）であった。「職業と、自分のやりがいや価  

値観が合っていることが分かった」（17％）、「職  

表8 発表原稿の例  

1． 総合演習の授業前、将来の職業について  

と思っていました。  

でした。  

分かりました。  

（栄楽士）については  

総合演習の授業が始まり、  

2 そこで次に、  

スポーツクラブ指導員について  絆しく知り、自分の価値観ややりがいに合っているかどう  
か、またどのように合っているか確かめる  ために  

について  許しい仕事内容、必要な資格と必要な能力  

インターネットと本を使って調べました。  

3． 調べた結果は、配布資料に示す通りです。（省略）  

これまでのスポーツ経験を清かせることや、大学の授業の内容でも指適鼻になるための知識を取り入  
れることができるということ  

必要な能力については、  

価値観についても  

資格については  

5． 総合演習の授業を終えて、  

自分にとっての今後の課題は、  

課題を解決するために、  

スポーツに一生関わっていきたい、人の役に立ちつつ自分も成長したいという自分の佃打直観に合って  
いる  

講習の科目も、自分の学びたい分野であったり得意とし  
ている分野であり、スポーツの総合的な能力が問われる  
ところも自分にとってプラス  

だということが分かりました。  

多くある資格の中から自分に本当に適している資格を見  
極めることと、就職後の生活について情報を得ること、   
それらを基に大学生活で何をすべきかを考えること  です。    していこうと思います。   マネジメント実習や、指導員として活動している人と会  
う機会を活用し、よりリアルな詣を聞くことを  
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表9 受講生が行った課題解決学習  

興味の持てそうな職菓を探す   6（3％）  

興味を持っているいくつかの職業について知る   12（6％）  

職業探索課最 63％            興味を持っている特定の職業について知る   52（28％）  

最初に興味を持っていた特定の職業が自分に合っているか考える   20（11％）  

最初に興味を持っていた職業以外で、合っていそうな職業があるかどうか考える   27（15％）   

自分に合っていると思った特定の職業に進路決定していいかを考える   13（7％）  

職黄選択課題14％       自分に合っていると思った複数の職業のうち、どの職業に進路決定するのか考える   5（3％）  

自分に合っていない点や難点が残っている職業に、進路決定する覚悟を決める   9（5％）   

進路決定した職業に就くにはどうしたらいいのか（条件・プロセス）を知る   29（16％）  

就職準備課題23％       進路決定した職業に就くには、自分は何をしたらいいのか（準備・計画）を考える   7（4％）  

進路決定した職業に就いた後の自分の仕事や生活について知る   6（3％）  

進路決定した職業に就いた後の仕事や生活のために、自分は何をしたらいいのか（準備・計画）を考える   0（0％）   

表10 総合演習Ⅰを通じて得られた変化（受講生186名の回答）  

受講生の回答の分類  人数  ％  コメント数   ％   

自分の価値観ややりがいが分かった   3  2％   

自分の能力や性格、新たな可能性に気づいた   20 11％  

自 己  28 15％  
97  17％  

理 解  20 11％  

将来の自分、仕事をしている自分がイメージできた   24 13％  

自分について知ることの重要性に気づいた   2  1％   

様々な職業の仕事についての知識が得られた   25 13％   

特定の職業の仕事について知識が得られた   67 36％  

採用条件や採用試験のことが分かった   5  3％  

職 業  7  4％  
157  27％  

理 解  16  9％  

就職するということ・就職をめぐる現実の厳しさが分かった   7  4％  

職業後のプロとしての寮任・厳しさが分かった   18 10％  

職業についてよく知ることの重要性が分かった   12  6％   

特定の職業と自分の価値観・やりがいが合っていることが分かった  31 17％   

適  32 17％  
108  19％  

性  32 17％  

職業と自分を照らし合わせることの重要性が分かった   13  7％   

課題解決を繰り返していく必要性・重要性が分かった   22 12％   
課  
題  13  7％  

84  15％  
解 決  35 19％  

間籠について考えるようになった／▲考えることの重要性が分かった  14  8％   

将  47 25％   

来 計  112  20％  

画   38 20％   

自分の意見を述べる力がついた   6  3％   
そ  
の  13  2％  

他  2  1％   

計186名    計 571   

業と、自分の能力や経験が合っていることが分  として職業に対する適性や自分に欠けている能力  

かった」（179ら）、「自分に欠けている能力や必要  が分かり、また、必要な能力を身につけるために  

な能力が分かった」（17％）であった。職業と自分  何をしなければならないかが分かってきたと言え  

を照らし合わせる活動を行なった結果、その成果  る。   
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「自分を知る」「職業について知る」「職業と自分  

を照らし合わせる」活動を行い、例えば「職業につ  

いての知識が増えた」というように、受講生は活  

動の直接的な成果を感じているが、その活動を行  

うことの重要性を感じている受講生は少なかった  

（「自分について知ることの重要性」1％、「職業に  

ついて知ることの重要性」6％、「職業と自分を照  

らし合わせることの重要性」7％）。一方で、「課  

題解決を繰り返していく必要性・重要性が分かっ  

た」と言う受講生が12％おり、これらの受講生は、  

「自分を知る」「職業について知る」「職業と自分  

を照らし合わせる」晴動を通じて課題を解決した  

だけでなく、新たな課趨に対応してまたこれらの  

活動を繰り返すというサイクルを経験し、このサ  

イクルを繰り返すことによってキャリアプランニ  

ングが進んでいくことが実感できたと推測でき  

る。反対に、このレベルに達しなかった受講生は、  

活動を同じように行なっていながら、活動の直接  

的な結果は実感できても、得られた結果によって  

自分の課題解決がどのように進んだのかという英  

感は得られなかったのではないかと思われる。  

（3）「自己理解」「職業理解」のレベルの遠い  

「総合演習Ⅰを通じて得られたこと」についての  

受講生の回答をさらにまとめると、衷10に示し  

たように、コメント数の比は、「自己理解の変化」  

17％、「職業理解の深まり」27％、「自分の職業適  

性の理解」19％、「問題解決への取り組み」15％、  

「将来設計の必要性の自覚」20％、「その他」2％  

に分けられる。職業理解に関する記述がやや多い  

が、総合演習Ⅰの構成要素「自分を知る」「職業に  

ついて知る」「職業と自分を照らし合わせる」情動  

のいずれも効果があったと認められていると言え  

るだろう。   

また、「自己理解」、「職業理解」、「自分の職業  

適性」について見てみると、受講生によって、理  

解のレベルに違いがあることが分かる。例えば、  

自己の理解に関する変化として、「自分のやりが  

いや価値観が分かった」という記述（2％）もあれ  

ば、「将来の自分、仕事をしている自分がイメー  

ジできるようになった」という記述（13％）もある。  

総合演習Ⅰでは「自分を知る」活動として「やりが  

い・価値観チェックシート」を実施している。し  

たがって、「自分のやりがいや価値観が分かった」  

ということは、授業で行なった活動によって得ら  

れた直接の結果である。一方、「将来の自分、仕  

事をしている自分がイメージできるようになっ  

た」ということは、自分のやりがいや価値観を知  

り、自分のやりがいや価値観に合った職業を探L、  

その職業について調べ、そしてその仕事をしてい  

る自分について考えることができて初めて得られ  

る成果である。つまり、「自分について知る」晴勤  

を行なった後、職業について知り、職業と自分と  

を照らし合わせ、再び「（将来の、仕事をしている）  

自分について知る」活動を行なった成果と言える。  

「職業理解」についても、「職業についての知識が  

得られた」（36％）という、職業調べの活動による  

直接的な成果から、「就職後のプロとしての責任  

や厳しさが分かった」（10％）という、就職後に職  

業から自分に要求されることについてまで理解す  

るというレベルまで、職業理解のレベルが異なる  

記述が得られている。  

5．結論   

本研究では、教職科目「総合演習I」で実施して  

いるキャリアプラニングの授業を、これまでの授  

業実践の問題点や大学におけるキャリア教育の現  

状を踏まえて改葬L、受講生の学習活動を分析し  

て、体育専攻生のキャリア観やキャリアプラニン  

グに対する取り組みの特徴を把接するとともに、  

体育専攻生のキャリア教育としての効果と改善点  

を検討した。   

①「自分を知る」「職業について知る」「職業と  

自分とを照らL合わせる」という活動を十分に行  

う、②不明な点や問題点が出てきたら、（∋の晴動  

を何度も繰り返せるようにする、③こうした活動  

を繰り返すことが問題解決学習であり、生きる力  

の育成につながることを意識させる、庄）職業に関  

心を持っていないレベルから就職対策を立てるレ  

ベルまで、どのレベルからも始められどのレベル  

までも進めるようにする、という観点から授業計  

画を改番した。   

計画に従って授業を実施し、受講生のワーク  

シートを通じて学習活動をモニターして学習活動  

の進行状況や問題点を把接し、集計結果や受講生  

が番いたワークシートの記述をいくつか取り上げ  

て、学習活動の進行状況や問題点を示す例として  

全受講生にフィードバックした。   

授業開始当初、就きたい職業を一つにしぼって  

挙げることができた受講生は半数であった。最も  

多く挙げられていた職種は教員で、選択肢の一つ   
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以上のことから、本実践によって、受講生は「自  

分を知る」「職業について知る」「職業と自分とを  

照らし合わせる」という活動を行い、各自の職業  

に対する関心のレベルに相応した課題に取り組む  

ことができたと言える。また、自分の課題を解決  

するためにこれらの活動を繰り返した受講生は、  

活動の重要性や、課題解決活動を繰り返すことの  

意味を実感できたと考えられる。  

6．研究の限界と今後の課題   

本実践は、受講生の職業意識の個人差に対応し  

て、職業に関心を持っていないレベルから就職対  

策を立てるレベルまで、どのレベルからも始めら  

れどのレベルまでも進めるようにすることを改善  

ポイントとして挙げていた。そのため、受講生の  

学習の進行状況や問題点をモニターし、その結果  

を基に受講生に対する働きかけを変えていった。  

例えば、逐次受講生に学習の進行状況や問題点  

フィードバックすることによって、自分の学習の  

レベルと問題点を確認させ、問題を解決するヒン  

トと次のレベルの事例を示していた。251名の受  

講生のワークシー トを次の授業の打ち合わせまで  

の4日間程度で分析していたので、受講生の学習  

状況の類型化ができただけで、それぞれの類型に  

当てはまる受講生がどのくらいの割合いたか集計  

することはできなかった。つまり、学習の進行状  

況を追い、問題点を指摘しながら学習を改善する  

ように働きかけることはできたが、授業の進行に  

伴って、どの程度の問題が生じ、どのくらい改善  

していったのかを把接することはできなかった。  

本研究によって、キャリアプランニングの学習過  

程で見られる類型が把握できたので、次の実践で  

はそれぞれの類型の割合やその変化を数量的に追  

うことができるだろう。   

総合演習Ⅰの最初に、就きたい職業を一つにし  

ぼって挙げることができた受講生は半数であった  

が、授業を終えて、職菜選択がどの程度明確になっ  

たのかを確かめることをしなかった。就きたいと  

思っている職業があるために、その職業でいいか  

どうかを十分確認しないまま、職業探索の課題が  

解決したと考えている受講生がいることが確認さ  

れていたからである。ここでは、職業選択に関す  

る見せかけの学習成果を証明せずに、次の学期に  

開講されている総合演習Ⅱで再度職業選択の課題  

に取り組ませることにした。   

として挙げている者も含めると、全体の47％が  

就きたい職業・関心のある職業として挙げていた。   

職業探索のために、「自分について知る」「職業  

について知る」「職業と自分とを照らし合わせる」  

活動を行なったが、これらの活動を繰り返して自  

分の課題を順に解決している受講生と、活動を表  

面的に行なっているだけの受講生に分かれている  

ことが分かった。また、表面的な活動に留まって  

いる理由として、1年次からキャリアプランニン  

グをすることの必要性を感じていないこと、また  

反対に、就きたい職業があるということで職業探  

索の課題はもう解決したと考え、活動の重要性を  

感じていないこと、があることが分かった。  

「自分について知る」「職業について知る」「職  

饗と自分とを照らし合わせる」活動の必要性や重  

要性を感じていないために、単に職業や自分につ  

いて調べているだけの事例から、これらの活動を  

繰り返して職業選択に関する様々な課題を解決し  

ている事例まで、複数の受講生の事例を全員に提  

示し、これまでの活動を課題解決活動の繰り返し  

として整理させた。その結果、何らかの課題に取  

l）組んでいるものの、課題に対する答えを出さな  

いまま次の課題に取り組んでいる受講生がいるこ  

とが分かった。課題解決ができていないケースで  

は、課題を解決するために集めた情報を適切に解  

釈できていないか、あるいは集めた情報に基づい  

て判断するための基準をもっていないことが分  

かった。   

総合演習Ⅰの授業を通しての受講生の問題解決  

学習を分析した結果、職業について知るだけの調  

べ学習に留まっていた受講生がいたが、職業と自  

分を照らし合わせる課題からさらに進んで職業選  

択の課題、就職準備の課題に取り組んでいる者も  

いた。   

総合演習Ⅰの効果として、職業に関する知識が  

増えたこと、将来のことを今から考える必要があ  

るという意識の変化を挙げる受講生が多かった。  

また、授業で行なった活動によって直接得られた  

知識や情報を成果として挙げる者だけでなく、授  

業で行なった活動の重要性が分かったことを成果  

として挙げる者もいた。授業を構成していた、自  

己理解、職業理解、職業適性の理解については、  

いずれも効果があったと受講生に認識されてい  

た。しかし、受講生によって、自己や職業、適性  

についての理解のレベルには遠いが見られた。  
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就きたい職業があるというだけで職業選択の課  

題が既に解決したと考えて、職業についてよく調  

べなかったり、自分と照らし合わせて適性を確認  

しなかったりするということや、情報を基に判断  

を下さないまま延々と情報だけを集めていること  

等から、受講生が将来の職業を選択したり職業に  

関する意思決定をすることを持躇していると感じ  

た。浦上ら7）は、進路決定を難しくしている原因  

として、一度選んでしまったら取り返しがつかな  

いかもしれない不安、不確定な要素が多過ぎて予  

測しにいくこと、予測するために多くの情報を得  

ると今度は扱いきれずに混乱すること、選ぶ時の  

基準があいまいで絶対的なものがないことを挙げ  

ている。そこで、総合演習Ⅱでは、職業を選択す  

ることの雉しさについて考え、それぞれが抱えて  

いる不安や混乱に対してどのように対処したらい  

いか考える拍動を中心として進めることとした。  

「総合的な学習の時間」の活動でも、キャリアプ  

ランニングの学習でも、陥りやすいことは、単な  

る調べ学習や体験しただけに終わってしまうこと  

である。調べることで得られる情報や、体験する  

ことで得る新たな感覚は、確かに貴重であるが、  

活動個体から直接的な成果を学習者が受動的に受  

け取っているだけでは、学習者はそこの段階に留  

まってしまう。活動することによって先に進むこ  

とができれば、本研究実践の一郎の受講生がそう  

であったように、その活動の重要性が分かり、活  

動を繰り返すことによって順に課題を解決してい  

くようになる。このように課題解決のサイクルを  

繰り返すようになるためには、キャリアプランニ  

ングに関しては、選択することの不安を取り除く  

こと、そして、本実践でも他の受講生の事例を示  

したように、課題解決活動の具体的な事例を示す  

ことが重要であると考える。   

また、得られた情報を基にして解答を出すこと、  

すなわち「結果の考察」という認知的活動が難しい  

ことから、職業や自分に関して得られた情報をど  

のように解釈したらいいかが分かるような活動を  

行う必要があるかもしれない。例えば、職業に関  

する情報を次々集めているような場合、その職業  

に関する情報一つ一つについて自分がどう思うの  

かを考えてみるといったことである。職業や自分  

に関する情報それぞれについて自分が思ったこと  

を見直して、自分の判断基準を把掘する、といっ  

た活動を行うといったことが考えられる。  
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